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成果の概要／長山浩章 

 

＜研究内容＞ 

本書は、2018年７月 3日の閣議で決定された 2030年の日本の電源構成など

を示す「2018年エネルギー基本計画（第 5次エネルギー基本計画）」での再生

可能エネルギーの主力電源化の政府方針を受け、再生可能エネルギー政策だけ

でなく、それを取り巻く、原子力、揚水、VPP、電力卸市場、需給調整市場、

容量市場、送配電の託送料の問題など電力セクター全体のシステム改革をどう

設計するかについて我が国と欧州について網羅的、体系的に詳細な分析を行っ

た。 

 

＜研究成果＞ 

これまでの類書は、「欧州の再エネ政策のここはこうなっている」「日本の制度

はこうなっている」という内容が中心で、日本と欧州の比較の軸を固めた上で、

全体的な評価を行う内容になっていなかった。また頻繁に開かれる政府審議会

（経済産業省・資源エネルギー庁、電力広域的運営推進機関、電力・ガス取引監

視等委員会の審議会、検討会等）も詳細部分に入り込んでおり、全体を俯瞰して

その中で、何を議論しているか、また政策間のつながり等が、わかりにくかった。

本書では、これらの問題に日欧の最新情報により十分に対応した内容となって

いる。20 の提言を最後の章にまとめており、それ以前の章で展開された議論を

うけ、我が国の電力・エネルギー制度設計での新たな視点について、社会に斬新、

かつ現実的な提言を投げかけている。 

 

＜今後の見通し＞ 

本書における研究にて、再生可能エネルギーを主力電源と位置づけ、その大量

導入に備えて制度設計を行う我が国の政策への現時点における整理を行い、20

提言を提示したが、今後は米国の電力セクター改革も含めた包括的な研究を行

いたい。 

 

 


